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・わたしたち南魚沼市民は、人間を大切にします。
・わたしたち南魚沼市民は、自然を大切にします。
・わたしたち南魚沼市民は、ものづくりを大切にします。
� （平成19年4月1日 制定）

南魚沼市民憲章 � 人口 61,999人（先月比＋33）
� 男 30,317人（先月比＋37）
� 女 31,682人（先月比− 4）
� 世帯数 18,918 （先月比 23）

人口の動き
（平成20年9月末日現在）

この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

みなみ魚沼

寄ってがっしゃい
　10月12日㈰、「八色の森市民まつり」の会場で
南魚沼市男女共同参画推進市民会議（通称：ハーモ
ニー）の皆さんが、男女共同参画社会の推進のため
に広報活動を行いました。



財政課からのお知らせ…☎773−6671

　平成19年度決算は、新南魚沼市として初めて策定された総合計画に基づく実施計画を踏まえて
編成された予算の執行結果となっています。また、平成19年度は財政健全化計画の2年目として引
き続き財政健全化に取り組んできました。
　歳入は、税源移譲による市税の増および地方譲与税の減等により総額277億8,316万円、歳出は、
人件費等の削減、各種団体に対する補助金や事業の見直しなど経費節
減に努め、総額273億3,732万円となりました。

…………………………………………………………………………………………
　総合計画等に基づき、主に次の事業・施策を行いました。
⑴　大崎小学校の体育館建設工事、小中学校の校舎耐震補強工事
⑵　平成21年放送予定のNHK大河ドラマ「天地人」に向けた取組み
⑶　平成21年開催の新潟国体に向けた取組み
⑷　大和スマートICの進入道路の整備

平成19年度決算報告 平成19年度決算が、市
議会で認定されましたの
でお知らせします

平成19年度 決算の概要

（歳出項目の説明）
○総　務　費：市の全般的な管理事務などの経費
○公　債　費：�市の借入金である市債の元金や利子な

どの返済金
○民　生　費：社会・老人・児童福祉などの経費
○土　木　費：�道路・河川の新設や改良などの経費
○衛　生　費：�保健予防の経費、環境美化やごみ処理

などの経費
○教　育　費：�小・中学校の管理運営、生涯学習など

の経費
○農林水産業費：�農業の振興や土地改良などの経費
○商　工　費：商工業の振興や観光業などの経費
○消　防　費：消防・防災対策などの経費
○そ　の　他：�議会活動の経費、災害によって生じた

被害の復旧などの経費

（歳入項目の説明）
○地方交付税：�所得税など国が徴収した税金の中から、

市の財政状況に応じて交付されたお金
○市　　　税：�皆さんから市に納めていただいた税金
○市　　　債：国や金融機関から借り入れたお金
○諸　収　入：�地方産業育成資金預託金返還金、給食

費実費徴収金など
○国庫支出金：�特定の目的のために、国から交付され

たお金
○県 支 出 金：�特定の目的のために、県から交付され

たお金
○そ　の　他：�地方譲与税、使用料および手数料、地

方消費税交付金、分担金および負担金、
繰越金、財産収入、自動車取得税交付
金、地方特例交付金、繰入金、寄付金
など

一般会計歳入
277億8,316万円

一般会計歳出
273億3,732万円

その他 33億8,977万円（5.6％） 

県支出金 14億6,452万円（5.3％）

国庫支出金 15億4,402万円
（5.6％）　

諸収入
16億4,488万円
　　  （5.9％）

市債
26億2,150万円
　　  （9.4％）

市税 81億4,364万円
（29.3％）

地方交付税
89億7,483万円
　　　（32.3％）

その他 4億2,340万円
（1.5％） 

消防費 3億6,168万円
（1.3％）

商工費 5億1,134万円（1.9％）
農林水産業費 12億1,531万円

（4.4％） 
教育費 18億4,655万円

（6.8％）

衛生費
25億8,272万円
　　  （9.4％）

土木費
38億4,639万円
　　（14.1％）

民生費
47億9,776万円
　　（17.6％）

　公債費
48億5,139万円
 （17.7％）

総務費
69億0,078万円
　　　（25.2％）

財政課からのお知らせ…☎773−6671
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財政課からのお知らせ…☎773−6671

●一般会計および特別会計の決算規模

●主な基金の残高（平成20年5月末現在）

会　　　計　　　名 歳　入 歳　出 差引残額
一　　般　　会　　計 277億8,316万円 273億3,732万円 4億4,584万円

特 別 会 計

国民健康保険 61億5,271万円 60億1,855万円 1億3,416万円
介護保険 44億8,813万円 44億7,595万円 1,218万円
老人保健 64億7,150万円 63億6,229万円 1億 921万円
下水道 65億6,865万円 65億5,638万円 1,227万円
観光施設 6,074万円 6,041万円 33万円
訪問看護 6,122万円 5,872万円 250万円

計 515億8,611万円 508億6,962万円 7億1,649万円

財政調整基金 16億1,734万円
合併振興基金 23億8,410万円
国際交流および
� 文化・スポーツ基金

1億2,874万円

ふるさと基金 4億円
下水道建設基金 1億1,250万円
国民健康保険支払準備基金 5億1,329万円

土地 1,679万7,286㎡
家屋 31万1,180㎡
有価証券 4億0,104万円

●市の財産（平成19年度末現在）

▲市債の残高（平成19年度末現在）
一般会計 386億3,050万円
下水道特別会計 334億6,005万円
水道事業会計 189億6,703万円
病院事業会計 11億8,645万円

計 922億4,403万円

●主な財政指標（平成19年度数値）

水道事業会計 歳　入 歳　出
収益的収支 25億3,296万円 25億7,227万円
資本的収支 27億3,413万円 41億7,435万円

病院事業会計 歳　入 歳　出
収益的収支 37億3,414万円 38億2,551万円
資本的収支 6億2,722万円 6億8,413万円

●企業会計

項　目 数　値 説　　　明

標準財政規模 180億5,909万円 　地方公共団体で標準的に収入が見込まれる一般財源の規模
（臨時財政対策債の発行可能額を含んだ数値です）

財政力指数 0.503 　地方公共団体の財政力の強弱を示す指標（この数値が1以
上の団体は、普通交付税の不交付団体となります）

実質収支 4億2,455万円 　収入と支出の差額から翌年度に繰り越すべき財源を引いた
額

実質収支比率 2.4％ 　実質収支額÷標準財政規模×100で示される指標

経常収支比率 93.2％ 　この数値が高いほど財政構造の硬直化が進んでいるといわ
れています。（90％以下が望ましいとされています）

実質公債費比率 23.5％
　標準財政規模に対して、どのくらい借金の返済に使われて
いるかを示す数値です。算定方法が一部変わったこと等によ
り、昨年度に比べ1.1％低くなっています。

（注①）割合の数値は小数点第1位以下を四捨五入しています。
（注②）�数値の端数は、各合計額より割合で計算していますので、計算式の値と完全に一致しない場合があります。�

詳しくお知りになりたい方は、財政係までお問い合せください。

☎773−6671…財政課からのお知らせ
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科　目 金　　額（円） 科　目 金　　額（円）

（注）平成20年
3月31日現在
の住民基本台
帳人口62,061
人で計算しま
した。

総 務 費 111,194 教 育 費 22,754
公 債 費 78,171 農 林 水 産 業 費 19,583
民 生 費 77,307 商 工 費 8,239
土 木 費 61,978 消 防 費 5,828
衛 生 費 41,616 そ の 他 6,822

（平成21年度から、施設の管理運営を効果的かつ効率的に行うための募集です）

■応募資格　①〜⑱の施設を一括管理できる南魚沼市に事務所を有する法人または団体
■募集期間　11月4日㈫〜18日㈫　　「募集要項」を社会教育課（中央公民館）でお渡しします。
■施設一覧　

◎一般会計歳出を計算しました。

市民一人当たり「440,492円」です。

●財政健全化の達成状況

項　　目
5年間の目標額

（平成18年度
� 〜22年度）

健全化目標達成額
平成19年度
当初予定額

平成19年度
実績額 達成率

人件費の抑制 24億円削減 5億8,500万円 5億5,600万円 95.0％

内部経費の削減 7億円削減 1億5,200万円 1億5,300万円 100.7％

投資的経費の抑制 11億円抑制 1億3,400万円 1億3,400万円 100.0％

行政水準の明確化 16億円削減 1億  300万円 1億1,100万円 107.8％

繰出金の見直し 5億円削減 2億4,600万円 2億4,600万円 100.0％

歳入の確保 6億円増収 6,700万円 5,300万円 79.1％

合　計 69億円 12億8,700万円 12億5,300万円 （平均）97.4％

※総額では、ほぼ計画どおりの実績を達成することができました。

■問合せ　財政課　財政係　☎773−6671

社会教育課からのお知らせ…☎773−6610

～文化・スポーツ施設の指定管理者を募集します～

①南魚沼市民会館 ②今泉博物館 ③鈴木牧之記念館 ④南魚沼市図書館
⑤五日町雪国スポーツ館 ⑥欠之上クロスカントリーハウス ⑦中之島農村広場
⑧小栗山サンスポーツランド ⑨塩沢勤労者体育センター ⑩二日町体育館
⑪二日町グラウンド ⑫余川グラウンド ⑬塩沢グラウンド ⑭石打グラウンド
⑮大福寺工業団地多目的広場 ⑯大原運動公園 ⑰大和Ｂ＆Ｇ海洋センター
⑱南魚沼市スポーツコミュニティセンター（ディスポート南魚沼）

財政課からのお知らせ…☎773−6671

■問合せ　社会教育課　施設①〜③→文化振興係 ☎777−4671　施設④→生涯学習係 ☎773−6610
　　　　　　　　　　　施設⑤〜⑱→スポーツ振興係 ☎773−6630
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◎�HSJの会（一分区・二分区）がコミュニテイ活動用備品を整備しました
　HSJの会（一分区・二分区）では、自治宝くじの助成金であるコミュニティ助成事業の助成を受け
て、発電機セット、テント、テーブルなどの地域コミュニティ活動用に必要な備品を整備しました。
このことによって、HSJの会（一分区・二分区）では、各区のまつりをはじめ、夏の青年樽神輿・神
楽、冬にはどんど焼き・雪譜まつり等の地域コミュニ
ティの元気づくり活動の場で、地域住民の活力アップ
に寄与することができます。
　今後も、HSJの会（一分区・二分区）では、積極的
に地域コミュニティ活動の活性化を図っていきます。

　コミュニティ助成事業とは、㈶自治総合センターが、自治宝くじの普及広報事業費として受け
入れる受託事業収入を財源とし、宝くじの普及広報を行うとともにコミュニティの健全な発展を
図ることを目的にさまざまなコミュニティ活動に助成を行うものです。

平成20年度　コミュニティ助成事業

☎773−6672…企画政策課からのお知らせ

　自分が言われたくなかった『アレしなさい』『コレは
しちゃいけない』が一番使う言葉だったりする…。育児
書をたくさん読んでも思いどおりにいかないし…。“子
どものため” と思いながらかけている言葉は、本当に “た
め” になるのかしら…？
　そんな思いを打ち破るちょっと型破り!?な子育ての
話。ぜひ、一緒にきいてみませんか？
■日時　11月29日㈯　10：00〜正午
■会場　南魚沼市民会館2階（研修室）
■講師　坂西　美和子　さん（医療法人萌気会）
■参加　無料
■託児　�11月21日㈮までに予約をお願いします。子ど

も1人につき300円いただきます。
■主催　�男女共同参画推進市民会議（通称：ハーモニー）
　　　　子育て教育部会
■後援　��南魚沼市（福祉保健部子育て支援課）・南魚沼

市教育委員会・「心豊かな子育て教室」

■問合せ　企画政策課　企画班　☎773−6672

　「ひとりひとりが『わたし』を大切に生きる
ために〜DVや児童虐待相談・支援の現場から」
と題して講演会を開催します。講師の西澤真知
さんは、DV被害女性や子ども達のためのシェ
ルターを運営し、性暴力被害女性や子どものた
めに相談・支援活動を20年以上にわたり行っ
てこられました。ぜひ、この機会にDVについ
て一緒に考えてみませんか。
■日時　12月9日㈫　18：30〜20：00
■会場　市役所　大和庁舎3階（大会議室）
■講師　西澤　真知　さん
� （NPO法人ウィメンズサポートセンター
� にいがた理事長兼専任相談員）
■参加　無料

■問合せ　南魚沼市男女共同参画推進市民会議
　　　　（企画政策課）　☎773−6672 ■問合せ　企画政策課　企画班　☎773−6672

　託児の申し込みは11月27日㈭までにお願いします。
定員は10人、生後6か月以上のお子さんに限らせてい
ただきます。実費として1人につき300円いただきます。

「ドメスティック・バイオレンスを考える講演会」
〜南魚沼市男女共同参画推進市民会議講座〜

子育てトーク

「自分で考える子ども」
〜今、子どもたちは「あそびたーい！」と叫んでいます〜
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口
の
変

更
に
伴
う
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の
移
設

工
事
」
と
「
新
旧
接
続
道
路
の
切
り

替
え
工
事
」
を
行
う
た
め
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
を
全
面
通
行
止
め
に
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
間
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は

大
和
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

 

7
日
間 

全
面
通
行
止
め

全面通行止め期間

11月26日㈬〜12月2日㈫

福祉課からのお知らせ…☎777−3112

企画政策課からのお知らせ…☎773−6672

至R17

市道

消防大和分署

県道

至R291

上り線（出入口）

下り線（出入口）

新設出入口

既設出入口

↑
至 

新
潟

関
越
自
動
車
道

〔
大
和
Ｐ
〕

〔
大
和
Ｐ
〕

至 

東
京
↓

永井ヨシノ
（雷土）

駒形タケノ
（茗荷沢新田）

関　サヨ
（田町）

山本ハル
（後山）

水落イツ
（一村尾）

内田マツイ
（妙音寺）

笛木定義
（栃窪）

髙野ハナ
（六分区）

岡村トミノ
（下一日市）

■問合せ　　　　　
福祉課　高齢福祉係
☎777−3112

今年の9月末現在、市内で100歳を迎えられる方は13人！
今回はこの中の9人の方を紹介します。

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば

�市報みなみ魚沼
平成20年11月1日発行



☎773−6671…財政課からのお知らせ
　

新
た
に
１
区
画
（
④
）
を
追
加
分
譲
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

★
分
譲
条
件

　

�　

住
宅
用
地
も
し
く
は
店
舗
用
地
と
し

て
の
利
用
に
限
定
。

★
申
込
方
法

　

�　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
場
所

　

・
財
政
課
（
本
庁
舎
２
階
）

　

・
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

　

・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　

・�

市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

財
政
課　

用
地
係

�

☎
７
７
３

│

６
６
７
１

�

７
７
２

│

３
０
５
５

　新潟県住宅供給公社では、平成20年度募集を先着順で受け付けています。
■募集区画数　29区画（245.85㎡〜）　　　　■募集価格　655万円〜
■支援制度　・住宅建設支援（上限150万円）
　・宅地購入支援（融雪設備50万円）
　・Ｕターン・Ｉターン者向け助成金
　　（購入する宅地面積
� 1平方メートルあたり3,000円を助成）
★�上記支援制度を受けるには条件があります。

詳しくはお問い合わせください。

【市の公式ウェブサイトからもご覧になれます】 http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/
「南魚沼市」で検索　トップページ ＞ くらし ＞ 住まい ＞ 土地

●所在地　南魚沼市前原町地内　４区画
●地　目　宅地（整地済）

区画番号 面積（㎡） 単価（円/㎡） 価格（円）

① 315.93 19,000 6,002,670

② 316.01 19,000 6,004,190

③ 336.63 19,000 6,395,970

④ 214.41 16,150 3,462,721

〝
宅
地
〟
分
譲
案
内

■
三
用
住
宅
団
地（
第
２
期
）分
譲

分譲地関
越
自
動
車
道

大
和
分
署

大
和

八色原

三用川

水
無
川
橋

大和

大和中学校
コミュニティーホール
「さわらび」

八色の森
公園

↑魚沼市方面↑魚沼市方面

八色橋

↓六日町方面 大崎方面↓

三用小学校

ガソリンスタンド

三用保育園

関
越
自
動
車
道

大
和
分
署

大
和

八色原

三用川

浦
佐
大
橋大和

庁
舎

↓六日町方面

多
門
橋

魚
野
川

浦
佐
大
橋大和

庁
舎

水
無
川
橋

大和

大和中学校

市立ゆきぐに大和
病院
市立ゆきぐに大和
病院

コミュニティーホール
「さわらび」

八色の森
公園

↑魚沼市方面↑魚沼市方面

八色橋

↓六日町方面 大崎方面↓↓六日町方面

多
門
橋

浦
佐
駅

浦
佐
駅

魚
野
川

三用小学校

ガソリンスタンド

三用保育園

17

17

291

291

大和スマートIC
ETC専用

ウッドタウン八色団地 分譲受付中 !

　　　　　　　　■問合せ　新潟県住宅供給公社　業務課　☎025−285−6111
　　　　　　　　　　　　　財政課　用地係　　　　　　　☎773−6671

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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　平成19年、国（所得税）から地方（市・県民税）へ税源移譲が行われました。これにともない所得税額が
減少し、今までよりも住宅ローン減税（住宅借入金等特別控除）額が少なくなる方がいます。このような方に、
平成20年度から減少相当額を市・県民税から控除する制度が設けられています。
1．対象者

　平成11年から18年までに入居して所得税の住宅ローン減税を受けている方で、⑴か⑵の条件を満たす方
⑴�　税源移譲にともない所得税が減少することにより、住宅ローン減税額が所得税額よりも大きくなる方
⑵�　税源移譲前の税制でも住宅ローン減税額が控除しきれなかったが、税源移譲によって控除しきれない額

が大きくなる方
2．対象年度

　平成20年度から28年度までの市・県民税に適用されますが、平成20年度の住宅借入金等特別税額控除申
告はすでに申告期限（平成20年3月17日）を過ぎていますので申告できません。

3．申請方法
⑴�　年末調整を行う方など（確定申告をしない方）…平成21年3月16日までに、「住宅借入金等特別税額控

除申告書」に平成20年分の源泉徴収票を添付して、平成21年1月1日現在の住所所在地の市区町村に提出
してください。

⑵�　確定申告する方…平成21年3月16日までに、確定申告書と一緒に「住宅借入金等特別税額控除申告書」
を提出してください。

※申告書は該当見込みの方に昨年送付済みですが、税務課と大和・塩沢市民センターに用意してあります。
4．

　※この控除は、市・県民税所得割額からの控除です。市・県民税均等割からは控除できません。
　※「前年分の所得税額」とは、住宅ローン減税を適用する前の所得税額です。

給
与
所
得
者
の
皆
さ
ま
へ

　

今
年
も
、
年
末
調
整
を
行
う
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
中
の
給

与
等
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
所
得
税
の

合
計
額
と
、
1
年
間
の
給
与
総
額
か

ら
計
算
し
た
所
得
税
額
と
を
比
べ

て
、
そ
の
過
不
足
額
を
精
算
す
る
手

続
き
が
年
末
調
整
で
す
。

　

そ
の
際
、
勤
務
先
に
提
出
す
る
書

類
が「
扶
養
控
除
等（
異
動
）申
告
書
」

と
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
で
す
。

●「
扶
養
控
除
等（
異
動
）申
告
書
」

�

記
入
の
注
意
点

　

複
数
の
親
族
が
、
1
人
の
人
を

重
複
し
て
扶
養
親
族
と
し
て
申
告

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
扶
養

親
族
が
重
複
し
な
い
よ
う
家
族
間

で
よ
く
相
談
し
て
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
重
複
し
て
控
除
を
受
け
た
場

合
、
税
務
署
か
ら
追
徴
課
税
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●「
保
険
料
控
除
申
告
書
」

�

記
入
の
注
意
点

　

国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
長
寿

（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
・

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
20
年

1
月
〜
12
月
に
支
払
っ
た
金
額
の

合
計
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
年

度
の
違
い
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

市
の
「
社
会
保
険
料
等
の
お
知

ら
せ
」
は
、
1
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。
お
急
ぎ
の
方
は
、
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
現
在
、

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
に
は
、

領
収
書
か
社
会
保
険
庁
か
ら
郵
送

さ
れ
る
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で

す
。
こ
ち
ら
も
誰
が
控
除
を
申
告

す
る
の
か
、
重
複
し
な
い
よ
う
に

相
談
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
税
務
課　

市
民
税
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
8

　

毎
年
11
月
中
旬
に
、
所
得
控
除
の

資
料
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
等
の
1
年
分
の
支
払
予
定

額
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
20
年
分
か
ら
は
支
払
済
額

を
年
明
け
の
1
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。

　

年
末
調
整
に
必
要
な
場
合
は
、
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
税
務
課　

市
民
税
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
8

年
末
調
整
で
の

重
複
扶
養
に
要
注
意
！

「
社
会
保
険
料
等
の

お
知
ら
せ
」
は
1
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す

税務課からのお知らせ…☎773−6668

平成21年度 市・県民税から適用される、住宅ローン減税
� ■問合せ　税務課　市民税係　☎773−6668

住宅ローン
控除額

①と②のいずれか小さい額
①前年分の所得税に係る住宅ローン減税限度額
②税源移譲前の税率で計算した前年分の所得税額

③�税源移譲後の税率
で計算した前年分
の所得税額

＝ −
�市・県民税
からの住宅
ローン控除
額の計算方
法

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
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ひ
ろ
ば

●
健
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ひ
ろ
ば
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　すべての市民が生涯をこの地域で安心して過ごすことができる地域完結型のまちづくりの実現を
目指し、平成21年度から23年度までの保健福祉施策と介護保険事業の方向性を示すため「高齢者
保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定します。
　策定にあたり、高齢者保健福祉計画・介護保険計画検討委員会で検討するとともに、国や県の方
針を含めた市の介護保険施設整備計画と65歳以上の市民の介護保険料の設定について、次のとおり
パブリックコメントを実施いたします。当該計画（案）の概要を公表しますので、これに対する市
民の皆さまのご意見をお寄せください。
　お寄せいただいたご意見は、これに対する市の考え方とともに、整理した上で公表いたします。 
ただし、個々のご意見に直接回答はしませんので、ご了承ください。

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
家

庭
で
も
灯
油
の
使
用
が
増
え
、
油
漏

れ
事
故
が
多
発
し
ま
す
。油
漏
れ
は
、

火
災
の
危
険
が
あ
り
、
土
壌
汚
染
・

水
質
汚
濁
な
ど
環
境
へ
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
が
、
不
注
意
や
施
設

の
管
理
不
十
分
に
よ
る
も
の
で
、
注

意
す
れ
ば
防
げ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

次
の
点
に
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら

○�

ま
ず
流
出
を
止
め
、
新
聞
紙
や
布

切
れ
な
ど
で
油
が
水
路
な
ど
に
流

れ
出
な
い
よ
う
応
急
処
置
を
し
、

す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
す

み
や
か
な
通
報
に
よ
り
、
被
害
の

拡
大
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
通
報
先

　

消
防
本
部�

☎
7
8
2

│

9
1
1
9

　

大
和
分
署�

☎
7
7
9

│

4
6
0
0

油
漏
れ
事
故
を
防
ぐ
方
法

○�

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
下
に
坊
油
堤
を

設
置
す
る
と
、
も
し
も
の
場
合
も

外
部
へ
の
流
出
を
防
げ
ま
す
。

○�

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
自
動
停
止
機
能

付
き
の
器
具
を
つ
け
る
と
、
大
変

効
果
的
で
す
。

○�

定
期
的
に
施
設
の
点
検
を
行
う
。

油
漏
れ
は
、
周
囲
へ
の
悪
影
響
の

み
な
ら
ず
、
家
計
に
も
大
打
撃
で

す
。

■
問
合
せ　
環
境
課　

環
境
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
6

☎777−3112…福祉課からのお知らせ

☎773−6666…環境課からのお知らせ

油
漏
れ
事
故
に
注
意
！★�給油中は決してその場

を離れない！
★�雪などで配管が破損し

ないよう点検する！

■意見等の募集期間		  ■計画（案）概要の閲覧（掲載）場所
　11月4日㈫〜17日㈪	 　・本庁舎：市民課　六日町支援係　・大和庁舎：福祉課　介護保険係　
				    　・塩沢庁舎：塩沢支援係　　　　　・市の公式ウェブサイト
■意見等の提出方法　�「住所」「氏名」件名「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画のパブリックコメント」を明

記し、下記のいずれかの方法で提出してください。
　●直接　上記閲覧場所
　●郵送　〒949−7392　南魚沼市浦佐1188番地2　南魚沼市役所　福祉課　介護保険係　あて
　●FAX　777−3191 （介護保険係あて）
　●インターネット　市の公式ウェブサイトの入力フォームに入力し、送信してください。
� http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp　トップページ〉市政情報〉広報広聴〉パブリックコメント
　●E-mail　kaigo-h@city.minamiuonuma.lg.jp（介護保険係あて）

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
パブリックコメント

■問合せ
　福祉課　介護保険係
� ☎777−3112

●
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か
ら
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お
知
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せ

●
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天
地
人
推
進
事
務
局
か
ら
、大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」

に
関
す
る
主
な
出
来
事
や
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

�

　

天
地
人
推
進
事
務
局　

☎
7
7
3

│

6
7
0
2

「
天
地
人
」

大　
河

ド
ラ
マ

情
報

3
第

号

9　月
○
新
潟
ロ
ケ
始
ま
る

　

6
日
に
上
越
市
「
柿
崎
海
岸
」
で
、
新

潟
ロ
ケ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
と
併
せ

て
、マ
ス
コ
ミ
向
け
の
取
材
会
が
行
わ
れ
、

直
江
兼
続
公
役
の
妻
夫
木
聡
さ
ん
、
お
船

の
方
役
の
常
盤
貴
子
さ
ん
、
上
杉
謙
信
公

役
の
阿
部
寛
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
南
魚
沼
ロ
ケ
始
ま
る

　

8
、
10
、
11
、
12
日
の
4
日
間
、
南
魚

沼
市
内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天

候
も
良
く
順
調
に
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
の
エ
キ
ス
ト
ラ
も
延
べ

1
0
0
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
主
な
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
万
松
寺
付
近
（
岩
崎
）

　

�　

万
松
寺
脇
の
緑
地
で
、
妻
夫
木
聡
さ

ん
、上
杉
景
勝
公
役
の
北
村
一
輝
さ
ん
、

阿
部
寛
さ
ん
、
泉
沢
久
秀
役
の
東
幹
久

さ
ん
、
上
田
五
十
騎
役
の
パ
パ
イ
ヤ
鈴

木
さ
ん
な
ど
に
よ
る
殺
陣
の
シ
ー
ン
が

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

②
三
国
川
ダ
ム
付
近

　

�　

三
国
川
ダ
ム
付
近
の
広
場
に
お
い

て
、
阿
部
寛
さ
ん
、
宍
戸
錠
さ
ん
、
角

田
信
朗
さ
ん
な
ど
に
よ
る
馬
を
使
っ
た

シ
ー
ン
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

③
岩
崎
山
入
り
線
、
城
跡
線
（
坂
戸
）

　

�　

妻
夫
木
聡
さ
ん
、
東
幹
久
さ
ん
な
ど

に
よ
る
馬
を
使
っ
た
シ
ー
ン
の
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

④
ほ
た
る
の
里
（
大
月
）

　

�　

樋
口
惣
右
衛
門
役
の
高
嶋
政
伸
さ
ん

や
子
役
な
ど
に
よ
る
田
園
風
景
で
の

シ
ー
ン
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑤
魚
野
川
土
手
（
島
新
田
）

　

�　

坂
戸
山
を
バ
ッ
ク
に
子
役
と
エ
キ
ス

ト
ラ
の
出
演
す
る
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ

ま
し
た
。

○
大
河
ド
ラ
マ

�

決
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

13
日
、
さ
わ
ら
び
で
「
直
江
兼
続
と
南

魚
沼
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
米
沢
市
や
上

越
市
か
ら
も
講
師
を
招
き
、
2
0
0
人
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

○
天
地
人
ガ
イ
ド
の
会

　

30
日
に
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
す
る
史
跡
は
、
普
光
寺
（
毘
沙
門

堂
）、
坂
戸
城
跡
、
雲
洞
庵
、
樺
沢
城
跡

の
4
か
所
で
30
人
ほ
ど
の
登
録
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
月
平
均
20
件
・
延
べ
5
0
0
人

ほ
ど
の
お
客
様
か
ら
ガ
イ
ド
の
申
し
込
み

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
に

は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
で
さ
ら
に
多
く

の
お
客
様
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
新
た
に
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
特
に

雲
洞
庵
の
ガ
イ
ド
が
不
足
し
て
い
ま
す
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成

　

坂
戸
城
跡
、
浦
沢
城
跡
、
樺
沢
城
跡
に

つ
い
て
、
ガ
イ
ド
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
樺
沢
城
跡
を
残
し
て
講
習
会
は
終
了

し
て
い
ま
す
が
、
10
月
末
の
時
点
で
延
べ

4
0
0
人
を
超
え
る
受
講
者
が
あ
り
ま
し

た
。

○
米
の
陣
・
酒
の
陣
・
天
地
人

　

18
・
19
日
の
2
日
間
、
愛
・
天
地
人
博

会
場
（
旧
Ｊ
Ａ
魚
沼
み
な
み
六
日
町
米
倉

庫
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
21
年
1
月
11

日
か
ら
12
月
27
日
ま
で
開
催
さ
れ
る「
愛
・

天
地
人
博
南
魚
沼
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

魚野川土手のシーンに出演した
地元エキストラの皆さん

10　月
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来
年
開
催
さ
れ
る
「
愛
・
天
地
人
博
南

魚
沼
」
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
展
示
内
容

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
機
関
と
の
協
議
が
進
み
、

具
体
的
な
内
容
が
固
ま
っ
て
き
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
博
覧
会
の
展
示
は�

「
大
河
ド
ラ
マ
ゾ
ー
ン
」
と
「
南
魚
沼
ゾ
ー

ン
」の
2
つ
の
ス
ペ
ー
ス
で
構
成
し
ま
す
。

　

「
大
河
ド
ラ
マ
ゾ
ー
ン
」
で
は
、『
絆

〜
き
ず
な
〜　

直
江
兼
続
公
を
育
ん
だ
実

り
豊
か
な
「
人
」
と
「
大
地
」』
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
南
魚
沼
で
の
ロ
ケ
風
景
を
再

現
、
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
（
妻
夫
木
聡
さ
ん

な
ど
が
出
演
予
定
）、
ド
ラ
マ
で
使
用
し

た
道
具
や
衣
装
の
展
示
、
大
河
ド
ラ
マ�

「
天
地
人
」
の
紹
介
パ
ネ
ル
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

「
南
魚
沼
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
直
江
兼
続

公
の
故
郷
：
越
後
国
上
田
庄
の
原
風
景
を

再
現
す
る
こ
と
と
し
、
景
勝
公
・
兼
続
公

の
甲
冑
（
愛
の
兜
・
複
製
品
）
の
展
示
や

簡
易
式
甲
冑
を
着
用
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。

募
集
し
ま
す
！

○
博
覧
会
場
で
の
記
念
撮
影
業
者

　

博
覧
会
場
で
の
記
念
撮
影
を
行
う
業
者

を
募
集
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
に
は
条

件
（
人
員
体
制
・
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

の
取
引
体
制
）
等
の
記
載
さ
れ
た
要
領
を

送
付
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

申
し
込
み
期
限
は
11
月
12
日
㈬
午
後
5

時
（
必
着
）
で
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

愛
・
天
地
人
博
の
運
営
を
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
手
伝
い
い
た
だ

く
内
容
は
会
場
内
で
の
お
客
様
の
誘
導
や

展
示
物
の
説
明
な
ど
で
す
。
多
く
の
市
民

の
方
か
ら
登
録
い
た
だ
き
、
博
覧
会
を
通

じ
て
、
南
魚
沼
の
良
さ
を
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

○
協
賛
金

　

博
覧
会
の
運
営
組
織
で
あ
る
「
愛
・
天

地
人
博
南
魚
沼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
協
賛

の
お
願
い
に
各
事
業
所
等
に
伺
っ
て
い
ま

す
。地
域
を
1
年
間
に
わ
た
り
盛
り
上
げ
、

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
前
売
り
券
の
販
売

　

博
覧
会
の
前
売
り
券
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
大
人
6
0
0
円
が
5
0
0
円
、
小
・

中
学
生
3
0
0
円
が
2
0
0
円
と
お
得
に

な
っ
て
い
ま
す
。
15
枚
以
上
お
買
い
上
げ

の
方
に
は
大
口
割
引
も
あ
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
か
ら
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
天
地
人
推
進
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
愛
・
天
地
人
博

�
南
魚
沼
〜

「愛・天地人博南魚沼」の会場イメージ図です

スタッフ用ベストができました！
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けいじばん

◎市からのお知らせ

掲示板本：本庁舎

大：大和庁舎

塩：塩沢庁舎講：講師内：内容〆：締切

：費用定：定員

時：時間 対：対象

資：資格

期：期間

会：会場日：日時申：申込み問：問合せ

　

11
月
7
日
㈮
終
日

　

電
子
機
器
の
更
改
作
業
の
た
め

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
等
の
運
用

が
停
止
し
ま
す
。
す
べ
て
の
庁
舎

（
本
・
大
和
・
塩
沢
庁
舎
）
で
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）の
発
行
、公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
等
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課　

市
民
係

�
☎
7
7
3

│

6
6
6
1

11
月
4
日
㈫
〜
18
日
㈫

■
受
付
・
申
込
用
紙
の
配
布
場
所

・
希
望
す
る
保
育
園

・
子
育
て
支
援
課
（
大
和
庁
舎
）

・
市
民
課
（
本
庁
舎
）

・�

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー（
塩
沢
庁
舎
）

　

各
園
の
保
育
内
容
は
市
報
10
月

15
日
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保

育
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
係

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
3

　
「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で

叩
い
た
」「
し
つ
け
の
つ
も
り
だ
っ

た
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
言
い

訳
で
す
。
手
を
挙
げ
た
り
、
大
声

で
怒
鳴
り
ち
ら
し
た
り
し
て
子
ど

も
を
精
神
的
に
追
い
詰
め
て
し
ま

う
こ
と
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。

　

虐
待
か
ど
う
か
は
、
手
を
挙
げ

る
側
の
事
情
で
な
く
、
子
ど
も
の

目
線
で
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
み
な
さ
ん
の
周
り
に
「
虐
待

を
受
け
て
い
る
の
で
は
？
」
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ

う
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
？

◇
身
体
的
虐
待

　

�　

殴
る
、
蹴
る
、
火
傷
を
負
わ

せ
る
、
戸
外
に
締
め
出
す
な
ど

◇
性
的
虐
待

　

�　

性
的
行
為
の
強
要
、
性
行
為

を
見
せ
る
な
ど

◇
心
理
的
虐
待

　

�　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
な
ど
に

暴
力
を
ふ
る
う
、
兄
弟
姉
妹
間

の
差
別
的
扱
い
な
ど

◇
ネ
グ
レ
ク
ト

　

�　

食
事
を
食
べ
さ
せ
な
い
、
衣

服
や
住
宅
が
極
端
に
不
潔
、
車

中
に
放
置
す
る
、
病
気
に
な
っ

て
も
医
者
に
連
れ
て
い
か
な
い

な
ど

虐
待
か
ら
守
る
5
か
条

1�

．「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）
す
る
。

　

通
告
は
義
務
＝
権
利
で
す
。

2�

．「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言

い
訳
で
す
。
子
ど
も
の
立
場
で

判
断
し
ま
す
。

3�

．
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
。

　

�　

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら

即
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

4�

．
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場
で
。
子
ど
も
の
命
が
最
優
先

で
す
。

5�

．
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も

起
こ
り
う
る
。
児
童
虐
待
は
特

別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�　

あ
な
た
の
行
動
が
子
ど
も
を

守
り
ま
す
。
虐
待
か
な
と
思
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
を
！

連
絡
（
通
告
）
先

●
子
育
て
支
援
課

　

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
3

●
南
魚
沼
児
童
相
談
所

�

☎
7
7
0

│

2
4
0
0

●
南
魚
沼
警
察
署

�
☎
7
7
0

│

0
1
1
0

　

11
月
30
日
㈰　

午
後
2
時

　

市
民
会
館

　

1
0
0
人

�　

整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
福
祉
課
（
障
が

い
福
祉
係
）、
六
日
町
支
援
係
、

塩
沢
支
援
係
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
い
ず
れ
か
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
介
助
が
必
要
な
方

は
、
ご
自
身
で
の
依
頼
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
2

　

消
防
団
で
は
秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
に
あ
わ
せ
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
火
災
予
防
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
塩
沢
、
六

日
町
、
大
和
の
方
面
隊
ご
と
に
消

防
自
動
車
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

を
実
施
し
ま
す
。

　

11
月
9
日
㈰

�

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

各
方
面
隊
の
地
域
一
周

　

消
防
本
部　

消
防
団
係

�

☎
7
8
2

│

0
8
6
0

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

一
時
停
止

平
成
21
年
度 
保
育
園

入
園
児
童
受
付
開
始

※�

年
度
途
中
か
ら
の
入
園
希
望
の
方

も
、
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
年
度
途
中
で
の
急
な
入
園
は
、

職
員
配
置
・
定
員
の
関
係
で
受
入
れ

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
）

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
に

対
す
る
重
大
な
権
利
侵
害
で
す

う
お
ぬ
まLirica

「
オ
ペ
ラ
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」

障
が
い
者（
児
）の
招
待

防
火
パ
レ
ー
ド

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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来
年
の
天
地
人
放
映
に
よ
り
多

く
の
観
光
客
が
南
魚
沼
市
を
訪
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
観
光
客
へ
の
情
報
を
発

信
す
る
手
段
と
し
て
今
回
、〝
お

ま
か
せ
南
魚
沼　

携
帯
版
〟「
グ

ル
メ
・
宿
泊
施
設
」
の
ペ
ー
ジ
に

情
報
を
載
せ
た
い
と
い
う
お
店
を

募
集
し
ま
す
！

　

平
成
20
年
度
中
は
手
数
料
無
料

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

県
内
外
に
向
け
て
お
店
を
Ｐ
Ｒ

す
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

対
応
の
携
帯
電
話

で
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取

る
と
「
お
ま
か
せ

南
魚
沼　

携
帯
版
」
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

■
申
し
込
み
の
流
れ

①
商
工
会
・
観
光
協
会
に
申
請

②�

山
の
暮
ら
し
再
生
機
構
か
ら
、

パ
ス
ワ
ー
ド
、
お
店
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
入
手

③
パ
ソ
コ
ン
で
情
報
入
力

　

商
工
観
光
課　

観
光
交
流
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
5

　

作
家
・
僧
侶
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
、
家
田
荘
子
さ
ん
の
人

権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。

　

11
月
30
日
㈰

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ホ
ー
ル

�

「
さ
わ
ら
び
」

　

家
田　

荘
子
（
し
ょ
う
こ
）
氏

■�

テ
ー
マ

　

�　
「
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
生
き

て
、
生
か
さ
れ
て
…
」
〜
あ
と

一
歩
前
へ
踏
み
出
し
た
い
あ
な

た
へ
〜

■
共
催　
中
越
地
域
人
権
啓
発

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　

市
民
課　

市
民
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
1

〝
相
談
無
料
／
秘
密
厳
守
〟

　

11
月
16
日
㈰

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

南
魚
沼
市
民
会
館

■�

相
談
内
容　
離
婚
問
題
、
家
庭

や
職
場
の
女
性
問
題
、夫
・
パ
ー

ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場

等
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
女
性
に
関
す
る
人
権

問
題
（
女
性
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
）

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

　

新
潟
地
方
法
務
局
と
新
潟
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
強

化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
と

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
女
性
の
人

権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
土
・
日
も
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

相
談
内
容　
差
別
、
Ｄ
Ｖ
、
セ

ク
ハ
ラ
、
夫
婦
間
の
問
題
な
ど

広
く
女
性
の
人
権
に
関
す
る
こ

と
■
電
話
番
号
（
全
国
共
通
）

�

0
5
7
0

│

0
7
0

│

8
1
0

※�

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

続
で
き
ま
せ
ん
。

■
相
談
日
時

・
11
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

・
11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

〝
相
談
無
料
／
秘
密
厳
守
〟

①�

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
等
）
親
族
間
、
近

隣
間
の
も
め
ご
と
・
悩
み
ご
と

な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

②�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

　

11
月
10
日
㈪

　
　

午
後
1
時
〜
4
時

　

働
く
婦
人
の
家
〔
浦
佐
〕

■
相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

■
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
森　

和
夫
〔
浦
佐
〕

�

☎
7
7
7

│

3
3
0
7

・
小
林
よ
し
〔
一
村
尾
〕

�

☎
7
7
7

│

3
4
6
0

・
並
木　

義
雄
〔
海
士
ヶ
島
新
田
〕

�

☎
7
7
9

│

2
6
5
9

・
塩
野
谷
ス
イ
〔
山
崎
新
田
〕

�

☎
7
7
9

│

3
5
2
8

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�
☎
7
7
2

│

3
7
4
2

　

11
月
4
日
〜
12
月
1
日

■�

お
聞
き
に
な
り
た
い
テ
ー
マ
を

選
ん
で
く
だ
さ
い

①
く
ら
し
の
情
報

�（
毎
月
第
1
月
曜
日
、
正
午
更
新
）

・
日
常
生
活
で
の
事
故

・
健
康
長
寿
の
た
め
の
介
護
予
防

②
消
費
生
活
相
談
事
例

�（
毎
月
第
1
月
曜
日
、
正
午
更
新
）

・�

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
カ
ー
ド
決

済
ト
ラ
ブ
ル

③
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

④�

相
談
が
多
い
事
例
の
ア
ド
バ
イ
ス

・�

携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
料
金
請
求

ト
ラ
ブ
ル

・�

ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
覚
え
の
な
い

請
求
の
対
処
法

　

市
の
相
談
窓
口
で
も
、
多
重
債

務
も
含
め
た
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
南
魚
沼
市
消
費
者
相
談
窓
口

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼
2
階

�

（
銭
淵
公
園
脇
） 

�

☎
7
7
2

│

2
5
4
1

でんごんばん

◎国県等からのお知らせ

伝言板

宿
泊
業
・
飲
食
業
の
皆
さ
ま
へ

〝
お
ま
か
せ
南
魚
沼
（
携
帯
版
）〟

に
お
店
の
情
報
を
載
せ
ま
せ
ん
か

http://minamiuonuma.tv/

第
3
回
「
人
権
講
演
会
」

女
性
の
特
設
人
権
相
談
所

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

特
設
人
権
相
談
所

「
ハ
イ
、
県
く
ら
し
の

　
　
　
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
」

く
ら
し
に
役
立
つ
ダ
イ
ヤ
ル
は

☎
0
2
5

│

2
8
5

│

7
0
0
0

※�

緊
急
な
消
費
生
活
情
報
が
あ
る

場
合
は
、
内
容
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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市
で
は
、
新
潟
県
、
新
潟
県
弁

護
士
会
、
新
潟
県
司
法
書
士
会
な

ど
と
連
携
し
て
、「
多
重
債
務
に

関
す
る
相
談
会
（
予
約
制
）」
を

開
催
し
ま
す
。

　

11
月
22
日
㈯

　
（
時
間
は
後
日
参
加
者
に
連
絡
）

　

塩
沢
庁
舎
2
階

　

11
月
14
日
㈮

※�

原
則
予
約
制
で
す
が
、
当
日
対

応
が
可
能
な
場
合
は
予
約
の
な

い
方
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
相
談
方
法

　

相
談
者
に
対
し
、
南
魚
沼
市
消

費
生
活
相
談
員
と
弁
護
士
ま
た
は

司
法
書
士
が
面
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
員
が
借
入
金
の
状
況
等
を
整

理
し
た
上
で
、
内
容
に
応
じ
て
弁

護
士
ま
た
は
司
法
書
士
が
適
切
な

助
言
を
行
な
い
ま
す
。
相
談
時
間

は
1
時
間
程
度
で
す
。
相
談
者
の

希
望
が
あ
る
場
合
は
、
会
場
で
当

該
事
案
の
委
任
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

�

・
　

南
魚
沼
市
消
費
生
活
相

談
窓
口　

サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼

2
階
（
銭
淵
公
園
脇
）

�

☎
7
7
2

│

2
5
4
1

　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

で
は
、
今
後
の
信
濃
川
水
系
の
工

事
や
維
持
管
理
の
内
容
を
具
体
的

に
示
す
「
信
濃
川
水
系
河
川
整
備

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
信
濃
川
に
つ

い
て
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

■
魚
沼
会
場

　

11
月
15
日
㈯

　
　

午
後
2
時
〜
4
時

　

小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

�

（
第
1
研
究
室
）

■
十
日
町
会
場

　

11
月
15
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　

ク
ロ
ス
10　

3
階

�

（
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
）

　

信
濃
川
河
川
事
務
所

�

調
査
課
（
長
岡
市
信
濃
）

�

☎
0
2
5
8

│
3
2

│

3
2
4
3

　

11
月
15
日
㈯

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

�

（
北
里
ホ
ー
ル
視
聴
覚
講
義
室
）

■
演
奏
者　
和
田　

純
子　

氏

　

国
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

日
本
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
第
一
人
者

　

無
料　
　

　

3
0
0
人

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

・
　
北
里
大
学
保
健
衛
生
専

門
学
院　

事
務
室
（
浅
井
）

�

☎
7
7
9

│

4
5
1
1  

�

7
7
9

│

4
5
1
5

�
kam

iof@
kitasato-u.ac.jp

　

小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
は
「
め
ば
え

学
級
」、
1
歳
に
な
っ
た
ら
「
そ

だ
ち
学
級
」
に
ど
う
ぞ
。

■
第
3
回
「
め
ば
え
学
級
」

　

11
月
8
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

�

（
午
前
9
時
30
分　

受
付
開
始
）

　

塩
沢
公
民
館

�　

赤
ち
ゃ
ん
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

︱
マ
マ
す
っ
き
り
、

�

パ
パ
に
っ
こ
り
？
︱

�　

0
〜
1
歳
児
と
そ
の
親
、
マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
ル
な
ど

■
六
日
町
地
区

�

第
3
回
「
そ
だ
ち
学
級
」

　

11
月
8
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

�

（
午
前
9
時
30
分　

受
付
開
始
）

　

北
辰
小
学
校
（
体
育
館
）

�　

ミ
ニ
運
動
会
〜
ミ
ッ
キ
ー
ミ

ニ
ー
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
〜

�　

1
〜
3
歳
の
幼
児
と
そ
の
親

な
ど
（
動
き
や
す
い
服
装
で
）

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
水
筒

共
通
事
項

　

1
人
10
円
の
保
険
料
を
お
願
い

し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

☆�

お
手
伝
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

も
募
集
中
で
す
。

　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
7
3

│

6
6
1
1

�
ikusei@

ap.w
akw

ak.com

青
少
年
育
成
南
魚
沼
市
民
会
議

�

'08
大
会

　

11
月
8
日
㈯

　

①
午
前
10
時
〜

　

②
午
後
1
時
30
分
〜

�

（
い
ず
れ
も
開
場
は
30
分
前
）

　

市
民
会
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

　

2
0
0
円
（
大
人
・
子
ど
も
同
額
）

　

チ
ケ
ッ
ト
は
市
民
会
館
・
育
成

セ
ン
タ
ー
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
7
3

│

6
6
1
1

　

地
域
の
方
の
意
見
を
、
よ
り
充

実
し
た
病
院
運
営
に
反
映
さ
せ
る

た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
病
院
モ

ニ
タ
ー
」
を
募
集
中
で
す
。 

■
任
期　
1
年
（
12
月
〜
）

�　

原
則
20
歳
以
上
で
病
院
運
営

に
関
心
が
あ
り
ご
協
力
い
た
だ

け
る
、
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
と

そ
の
近
郊
に
お
住
ま
い
の
方

�　

病
院
職
員
と
の
意
見
交
換
、

病
院
見
学
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
協
力
な
ど 

　

15
人
程
度

　

11
月
14
日
㈮

�（
11
月
下
旬
、
選
考
結
果
を
郵
送
）

�

・
　
六
日
町
病
院　

庶
務
課

�

☎
7
7
2

│

7
1
1
1

　

11
月
1
日
、「
六
日
町
デ
ジ
タ

ル
放
送
中
継
局
（
坂
戸
山
岩
崎

口
）」
が
開
局
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
受
信
で
き
る
地
域
が
広

が
り
ま
し
た
（
城
内
、
五
十
沢
地

区
の
一
部
）。
対
応
テ
レ
ビ
を
お

持
ち
の
方
は
、
高
画
質
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

�　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

�

受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
5
7
0

│

0
7

│

0
1
0
1

「
多
重
債
務
市
民
相
談
会
」
開
催

信
濃
川
水
系
住
民
懇
談
会

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

「
心
豊
か
な
子
育
て
教
室
」

親
と
子
の
映
画
鑑
賞
会

「
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
」

病
院
モ
ニ
タ
ー
募
集
中
！

�

〜
六
日
町
病
院
〜

「
六
日
町
デ
ジ
タ
ル

�

放
送
中
継
局
」

11
月
1
日 

開
局

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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地
球
の
鼓
動
、い
の
ち
の
鼓
動
、

大
地
と
人
の
深
い
つ
な
が
り
を
感

じ
な
が
ら
、
南
魚
沼
の
土
と
水
と

緑
の
力
と
可
能
性
を
い
っ
し
ょ
に

学
び
、
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！

　

11
月
15
日
㈯

　
　

午
後
1
時
〜
5
時

　

市
民
会
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

　

入
場
無
料

�　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
環
境
と
地
域
づ
く
り
と
深
い

知
恵
の
お
話
」

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

江�

口 

歩　

氏
（
新
潟
お
笑
い

集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
A
R
A
代
表
）

・
パ
ネ
ラ
ー　

宇
梶　

静
江　

氏

�

（
ア
イ
ヌ
古
布
絵
作
家
、
詩
人
）

・
山
口　

幹
文　

氏
（
鼓
童
）

・
高
野　

孝
子　

氏

�

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
プ
ラ
ス
代
表
）

・
地
元
農
林
業
者
代
表

　
《
鼓
童
公
演
》

　

藤
本　

吉
利　

氏

　

山
口　

幹
文　

氏

�　

南
魚
沼
地
域
振
興
局　

農
林

振
興
部�

☎
7
7
2

│

3
9
1
4

　

日
頃
の
感
謝
を
こ
め
て
、
新
鮮

な
魚
や
野
菜
、
果
物
な
ど
を
揃
え

て
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

11
月
9
日
㈰

　
　

午
前
9
時
〜
正
午

　

魚
沼
食
品
流
通
セ
ン
タ
ー

�

六
日
町
市
場
〔
川
窪
1
0
3
5
〕

青
果
棟
　

取
れ
た
て
野
菜
の
販

売
、
み
か
ん
・
リ
ン
ゴ
の
産
地

別
味
く
ら
べ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

水
産
棟
　

即
売
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
、
寿
司
屋
さ
ん
の
お
寿

司
大
奉
仕
、
ア
ン
コ
ウ
の
つ
る

し
切
り
実
演
な
ど

　

市
場
ま
つ
り
実
行
委
員
会

�

☎
7
7
2

│
2
4
0
4

　

南
佐
渡
で
し
か
触
れ
合
う
こ
と

の
で
き
な
い
「
泊
ま
る
」、「
食
べ

る
」、「
遊
ぶ
」、「
観
る
」
を
体
験

し
て
み
よ
う
！

■�

体
験
メ
ニ
ュ
ー　
新
鮮
な
イ
カ

を
使
っ
た
一
夜
干
し
作
り
、
竹

と
ん
ぼ
作
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
と
宿
根
木
散
策
、
た
ら

い
舟
の
手
漕
ぎ
な
ど
（
10
人
様

か
ら
出
発
保
証
で
す
）

　

大
人
1
6
、5
0
0
円

　
　

小
人
1
4
、5
0
0
円

　
（
乗
船
代
＋
島
内
交
通
費
＋
昼

食
代
＋
体
験
料
＋
宿
泊
代
込
み
）

　

11
月
24
日
㈪
ま
で

�

（
偶
数
日
出
発
）

　

佐
渡
汽
船（
直
江
津
総
合
案
内
所
）

�

☎
0
2
5

│

5
4
4

│

1
2
3
4

　

新
潟
県　

交
通
政
策
課

�

☎
0
2
5

│

2
8
0

│

5
1
1
0

　
「
に
い
が
た
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
事

業
」
が
運
行
す
る
、
県
内
の
優
良

企
業
を
紹
介
す
る
仕
事
探
し（Job 

Search

） 

バ
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

　

11
月
6
日
㈭

　
　

午
後
0
時
45
分
〜
4
時
10
分

�

（
市
民
会
館
入
口
前
に
集
合
）

�　

求
職
中
の
34
歳
く
ら
い
ま
で

の
方
（
学
生
可
）

・
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
が
お
か

�
☎
0
2
5
8

│

3
8

│

6
1
8
1

　

天
地
人
放
映
を
ひ
か
え
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
銭
淵
公
園
を

一
緒
に
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
15
日
㈯

　
　

午
後
1
時
〜
3
時

�　

水
路
の
泥
上
げ
・
ご
み
拾
い

（
清
掃
作
業
の
で
き
る
服
装
で
ス

コ
ッ
プ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

　

六
日
町
商
工
会

�

☎
7
7
2

│

2
5
9
0

International City

〝
南
魚
沼
〟

■
趣
旨

　

市
で
は
、
国
際
感
覚
に
富
ん
だ

「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

の
育
成
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
小
学
生
に
異
文
化
に
触

れ
さ
せ
た
り
体
験
活
動
を
さ
せ
た

り
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

小
学
校
の
「
国
際
科
」
授
業
で
、

国
際
理
解
に
関
す
る
指
導
の
補
助

を
お
願
い
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、

授
業
の
前
半
に
国
際
理
解
に
関
す

る
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
後
半

に
子
ど
も
の
質
問
に
答
え
る
、
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
人
を
求
め
て
い
ま
す

1�

、
お
仕
事
や
結
婚
等
で
来
日
し

た
外
国
人
の
方
で
、
子
ど
も
た

ち
に
自
国
の
生
活
や
文
化
な
ど

を
15
分
程
度
お
話
し
い
た
だ
け

る
方
。

2�

、
外
国
生
活
や
旅
行
経
験
の
あ

る
日
本
人
の
方
で
、
海
外
の
生

活
や
文
化
な
ど
を
15
分
程
度
で

お
話
し
い
た
だ
け
る
方
。

3�

、
話
す
こ
と
は
苦
手
だ
け
れ
ど

も
、
外
国
の
簡
単
な
料
理
を
子

ど
も
と
一
緒
に
作
っ
た
り
、
簡

単
に
手
作
り
で
き
る
小
物
の
作

り
方
を
教
え
て
い
た
だ
け
る

方
。（
外
国
人
・
日
本
人
）

4�

、
日
本
語
が
不
得
意
な
外
国
人

の
方
の
お
話
の
補
助
を
し
て
く

だ
さ
る
方
。（
外
国
人
・
日
本
人
）

■
お
知
ら
せ

　

学
校
へ
の
訪
問
1
回
に
つ
き

1
、0
0
0
円
（
交
通
費
込
み
）

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

人
材
バ
ン
ク
構
想
の
問
い
合
わ

せ
や
、
適
任
者
を
ご
紹
介
い
た
だ

け
る
方
は
、
学
習
指
導
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
　

〒
9
4
9

│

6
6
3
3

　

南
魚
沼
市
余
川
1
2
2
0

│

2

　

北
辰
小
学
校
内

�

南
魚
沼
市
学
習
指
導
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
7
3

│

6
8
0
0

�

7
7
3

│

6
7
4
6

第
2
回 

田
ん
ぼ
と
森
の

�

い
の
ち
の
祭
り

南
魚
沼
市
場
ま
つ
り

「
仕
事
探
し
バ
ス
出
発
」

〝
参
加
者
募
集
中
〟

南
佐
渡
体
験
型
ツ
ア
ー

銭
淵
公
園
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
参
加
者
募
集
中
〟

南
魚
沼
市

国
際
理
解
教
育
「
人
材
バ
ン
ク
構
想
」

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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MINAMIUONUMA News Plaza

　10月１日（市民会館）、新南魚沼市誕生３周年「南
魚沼市の歌」発表式典が開かれ、900人を超える市
民の方からの参加がありました。市報11月1日号に
市の歌の歌詞と譜面の「保存版」を折り込みました
ので、今後のイベントや合唱などにご利用ください。

「南魚沼市の歌」発表式典

　10 月 1 日、南魚沼市表彰条例に基づき 9 人の方
を表彰しました。
■川邊信一郎 様〔余川本町〕…自治振興功労
■小林　春野 様〔中〕……保健衛生功労
■山﨑　　博 様〔大崎〕…教育文化（体育ボランティア）
■井口　典男 様〔五箇〕…交通安全（交通指導員）
■若井　健一 様〔津久野上新田〕…交通安全（交通指導員）
■内田　忠一 様〔姥沢〕…交通安全（交通指導員）
■山岸　　保 様〔坂戸〕…教育文化（体育ボランティア）
■岡村　秀夫 様〔上一日市〕…教育文化（学校医）
■齊藤　　博 様〔一分区〕…教育文化（学校歯科医）
　皆さま、20 年以上の長きにわたり、市政の進展、
生活文化の向上、福祉の増進のためご尽力いただい
た功績により表彰するものです。表彰おめでとうご
ざいました。

南魚沼市表彰式の開催

　10月12日（市民会館）、魚沼吹奏楽団と六日町高
校吹奏楽部のジョイントコンサートで市の歌「時代
新たに」が演奏され、来場者の方が楽しまれていま
した。

ジョイントコンサート

　10月18・19日（市役所本庁舎東側　特設会場）、
来年の「愛・天地人博南魚沼」プレイベント「南魚
沼 米の陣・酒の陣・天地人」が開催され、大勢の
人でにぎわいました。

　関榮一様から500万円のご寄付をいただきま
した。大和商工会様から5万円のご寄付をいた
だきました。南魚沼建設業協会様から社会貢献
広報活動事業として自動体外除細動器（AED）
2台をご寄贈いただきました。

ご厚意に感謝いたします

　10月12日（八色の森公
園）、第４回八色の森市民
まつりが開かれました。
　秋晴れの中、ステージイ
ベントや屋台村など皆さん
楽しそうでした。

八色の森まつり

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ
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続
の
蔵
書
を
あ
わ
せ
た
二
千
冊
を
寄
贈

し
禅
林
文
庫
を
開
き
ま
す
。
こ
こ
に
あ

る
蔵
書
の
中
に
は
大
変
貴
重
な
文
物
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
兼
続
の
死
去
に
と
も
な
い
廃
校
と

な
り
、
兼
続
の
学
問
に
か
け
る
夢
が
開

花
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

直
江
兼
続
を
巡
る
人
々

　

本
多
正
信

　

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
三
河
の
本

多
俊
正
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
す
。
当

初
家
康
の
鷹た

か

匠し
ょ
うと

し
て
仕
え
ま
す
が
、

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
三
河
で
一
向

一
揆
が
起
る
と
、
一
揆
衆
に
味
方
し
家

康
と
対
立
し
、
三
河
を
離
れ
諸
国
を
流る

浪ろ
う

し
ま
す
。
そ
の
後
家
康
と
和
解
し
、

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
に
従
五
位

下
、
佐さ

渡ど

守の
か
みに

叙じ
ょ

位い

・
任に

ん

官か
ん

さ
れ
ま
す
。

　

豊
臣
秀
吉
が
死
去
し
た
後
、
家
康
の

参
謀
役
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か
ら

は
、
家
康
が
将
軍
職
に
就
任
す
る
た
め

朝
廷
と
の
交
渉
で
尽
力
し
、
江
戸
幕
府

が
開
設
す
る
と
、
家
康
の
側
近
と
し
て

幕
政
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

上
杉
家
の
降
伏
を
受
け
て
直
江
兼
続

と
の
交
渉
に
あ
た
り
非
常
に
好
意
的
に

会
合
を
進
め
、
後
も
良
好
な
関
係
を
保

ち
ま
す
。
慶
長
九
年
に
は
次
男
の
政
重

を
兼
続
の
長
女
お
松
の
婿
と
し
て
養
子

に
さ
せ
る
ほ
ど
信
頼
関
係
を
強
固
な
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

史
跡
の
紹
介

　

米
沢
市
上
杉
博
物
館 

　

米
沢
城
二
の
丸
跡
に
建
て
ら
れ
た
博

物
館
で
、
数
千
に
お
よ
ぶ
上
杉
氏
ゆ

か
り
の
貴
重
な
品
々
や
国
宝
が
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
直
江
兼
続
ま
た
は
上
杉

家
に
つ
い
て
学
ぶ
に
は
最
高
の
施
設
で

す
。

米
沢
減
封

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
伊
達
・

最
上
連
合
軍
と
の
激
戦
の
最
中
、
上
杉

家
に
関
ヶ
原
で
の
西
軍
の
大
敗
の
報
が

届
き
、
上
杉
景
勝
は
、
戦
わ
ず
し
て
敗

軍
の
将
と
な
り
ま
す
。
景
勝
は
、
兼
続

軍
を
一
旦
米
沢
に
撤
収
さ
せ
、
そ
の
後

十
月
に
若
松
城
で
重
臣
会
議
を
開
き
、

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
激
論
を
交
わ

し
ま
す
。
兼
続
を
は
じ
め
と
し
て
常ひ

た
ち陸

の
佐
竹
氏
と
連
合
し
て
徳
川
氏
の
本
拠

江
戸
城
を
攻
撃
す
べ
し
と
抗
戦
を
主
張

す
る
者
も
多
数
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
景
勝
は
西
軍
大
名
の
多
く

が
領
地
を
減げ

ん

封ぷ
う

・
没
収
さ
れ
る
と
い
う

厳
し
い
処
分
を
受
け
た
現
状
を
冷
静
に

分
析
し
、
家
康
に
謝
罪
し
降
服
す
る
道

を
選
択
し
ま
す
。

　

上
杉
家
の
降
伏
を
受
け
、
家
康
は

歴
史
の

小
話
14

小
説「
天
地
人
」

�
を
巡
る

■
問
合
せ�

天
地
人
推
進
事
務
局

�

☎
７
７
３

│

６
７
０
２

※�

歴
史
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
「
天
地
人
」
の
原
作
に
基
づ
い
て

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

調
整
役
と
し
て
本
多
正
信
を
た
て
、
兼

続
と
の
再
三
に
わ
た
る
交
渉
を
続
け
ま

す
。
家
康
は
、
翌
年
八
月
こ
れ
ま
で
の

交
渉
を
踏
ま
え
会
津
か
ら
米
沢
へ
の
移

封
を
命
じ
ま
す
が
、
会
津
百
二
十
万

石
か
ら
、
米
沢
・
伊
達
・
信し

の
ぶ夫

三
郡

三
十
万
石
に
削
減
と
い
う
大
変
厳
し
い

内
容
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
何
と
か

上
杉
家
の
存
続
と
い
う
最
低
限
の
目
的

は
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
杉
家
に
と
っ
て
米
沢
へ
の
移
封

は
、
知ち

行ぎ
ょ
う

高だ
か

四
分
の
一
と
い
う
厳
し

い
処
分
で
あ
っ
た
た
め
、
財
政
の
立
て

直
し
が
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
ま
ず
、
家
臣
達
の
意
向
を
聞
い
た

う
え
、
離
藩
者
を
募
り
、
従
う
者
の
俸ほ

う

禄ろ
く

を
三
分
の
一
に
削
減
し
ま
す
。
次
に

米
沢
の
城
下
町
を
造
成
し
、
用
水
路
や

堤
防
工
事
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鉄
砲
製
造
・

織
物
産
業
の
育
成
・
新
田
開
発
に
よ
る

農
業
振
興
・
金
や
銀
な
ど
の
鉱
山
開
発
・

綿
の
栽
培
な
ど
産
業
振
興
に
力
を
注
ぎ

ま
す
。

　

ま
た
、
上
杉
家
が
最
も
力
を
入
れ
た

の
が
教
育
に
よ
る
学
問
振
興
で
し
た
。

　

那な

須す

霊れ
い

岩が
ん

寺じ

の
禅
僧
九き

ゅ
う

山ざ
ん

を
足
利

学
校
に
学
ば
せ
、
学
業
を
修
め
た
後
米

沢
に
迎
え
、
禅ぜ

ん

林り
ん

寺じ

を
創
設
し
ま
す
。

こ
こ
に
、
九
山
が
持
参
し
た
書
籍
と
兼

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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の
図
書
館

南
魚
沼
市
図
書
館 

☎
7
7
3

−

6
6
7
7

大
和
図
書
室 

☎
7
7
7

−

4
6
7
1

塩
沢
図
書
室 

☎
7
8
2

−

0
1
0
0

み
ん
な

・�

本
の
読
み
方
が
と
て
も
お
も
し

ろ
く
、
大
人
で
も
本
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
楽
し
く
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
草
花
あ
そ

び
も
ぜ
ひ
家
で
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

・�

初
め
て
だ
っ
た
け
れ
ど
楽
し

か
っ
た
し
、
か
ん
む
り
を
折
る

の
は
む
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど

か
わ
い
く
で
き
ま
し
た
。

・�

今
日
は
草
花
で

い
ろ
ん
な
遊
び

を
し
ま
し
た
。

め
ん
ど
う
で
し

た
。
で
も
う
れ

し
か
っ
た
。

○�

『
介
護
災
害
を
防
ぐ
生
活
支
援

シ
ス
テ
ム
︱
新
潟
県
中
越
大
震

災
を
乗
り
越
え
た
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
千
歳
の
取
組
み
』

　
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

�

こ
ぶ
し
園 

編

○
『
良
寛
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
』　

�

松
本　
市
壽　
著

　

生
涯
自
分
の
寺
を
持
た
ず
、
托

鉢
の
乞
食
僧
と
し
て
過
ご
し
た
良

寛
。
質
素
で
、
自
然
を
愛
し
、
自

然
に
根
ざ
し
た
生
活
を
送
っ
た
良

寛
は
、ま
さ
に
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

の
先
駆
に
し
て
最
高
の
体
現
者
。

〜
郷
土
図
書
紹
介
〜

〝
読
書
週
間
ス
タ
ー
ト
〟

　

10
月
27
日
㈪
〜
11
月
9
日
㈰

（
文
化
の
日
を
中
心
に
2
週
間
）

の
間
は
、第
62
回
読
書
週
間
で
す
。

お
気
に
入
り
の
本
を
探
し
に
図
書

館
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
も
わ

ぬ
出
会
い
が
待
ち
う
け
て
い
る
か

も
…
。

　

魚
沼
市
〔
広
神
〕
か
ら
「
と
ん

と
ん
お
話
の
部
屋
」
の
み
な
さ
ん

が
や
っ
て
く
る
！

●
日
時　
11
月
22
日
㈯

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

●
テ
ー
マ　
『
昔
話 

』

●�

内
容　
人
形
劇
「
と
ん
と
ん
の

弥
三
郎
ば
さ
」
本
の
紹
介
・
読

み
聞
か
せ

●�

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
ほ
か
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
定
員　
50
人

●�

申
込
み　
11
月
21
日
㈮
ま
で
図

書
館
に
て
受
付
中

〝
お
い
し
い
話
が

�
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
〟

〜
一
口
感
想
集
〜

・�

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
っ
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
普
段
は
あ
ま

り
遊
ん
だ
り
し
な
い
草
花
で
遊

ん
だ
り
、
ス
テ
キ
な
冠
を
作
っ

た
り
し
て
子
ど
も
も
楽
し
そ
う

で
し
た
。
来
月
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
で
ぜ
ひ
ま
た
来
た
い

で
す
。

・�

柿
の
葉
で
ぞ
う
り
を
作
っ
た
の

が
と
て
も
気
に
入
っ
た
み
た
い

で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

・�

久
し
ぶ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

自
然
に
触
れ
る
遊
び
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
。
子

ど
も
が
に
っ
こ
り
、
私
は
う
っ

と
り
。

・�

本
の
紹
介
・
葉
っ
ぱ
あ
そ
び
楽

し
か
っ
た
で
す
。

・�

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
が
と
て
も
上
手

で
子
ど
も
は
大
喜
び
で
し
た
。

草
花
あ
そ
び
、
身
近
な
も
の
で

ス
テ
キ
な
も
の
が
作
れ
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
家
で

も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

・�
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
も
笑

い
な
が
ら
楽
し
く
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
で
は
、
子
ど
も
が
引
き
込

ま
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
声
が
変
わ
る
と
〝
わ
っ
〟

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
草
花
あ

そ
び
も
普
段
し
な
い
こ
と
な
の

で
親
の
私
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

○『
シ
リ
ー
ズ
藩
物
語　
高
田
藩
』

�

村
山　
和
夫 

著

　

親
藩
・
譜
代
で
大
藩
加
賀
に
備

え
た
高
田
藩
。
大
義
に
殉
ず
る
精

神
が
人
材
を
育
成
し
、
農
漁
工
が

実
る
。

　

10
月
16
日
㈭
塩
沢
図
書
室
の
巡

回
図
書
入
れ
替
え
ま
し
た
。次
回
、

大
和
図
書
室
は
11
月
20
日
㈭
入
れ

替
え
予
定
で
す
。

11月の休館日 南魚沼市図書館：4日㈫・10日㈪・17日㈪・20日㈭図書整理日・25日㈫／
大和図書室：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）／塩沢図書室：無休

　
図
書
館
は
み
な
さ
ん
の
本
棚
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
自
分
の
本
棚
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
は
す
べ
て
開
館
し
て
、
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

9
月
読
書
の
つ
ど
い
レ
ポ
ー
ト

お
も
わ
ぬ
出
会
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
、
巡
回
図
書

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

 

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

　

大
型
絵
本
『
か
ば
く
ん
』
を

よ
む
よ
！　

み
ん
な
あ
そ
び
に

き
て
ね
。

●
日
時　
11
月
14
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場　
大
和
公
民
館〔
浦
佐
〕

●�

内
容　
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
本
の

紹
介
な
ど

●�

対
象　
入
園
前
の
お
子
さ
ん

と
ご
家
族
の
方

●
参
加
費　
無
料

●�

申
込
み　
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い

●
問
合
せ　
大
和
図
書
室

�

☎
7
7
7

│

4
6
7
1

11
月
の「
読
書
の
つ
ど
い
」

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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　9月27日〜10月7日に開催された「チャレンジ！おおいた国体」を
競技団体と事務局員で視察に行ってきました。これを参考にしてトキ
めき新潟国体の準備に万全を期したいと思います。
○日田市（自転車ロード・レース競技）9月28日㈰

　会場となったオートポリスは自動車レース場で、日田市の中心部か
らは車で1時間30分ほど離れた山間部にあります。競技は自動車レー
ス場のコースと外周管理道路を組み合わせた1周9.7㎞の特設コー
スで行われました。選手村や実施本部、競技本部などのテントや
仮設で対応しなければならない施設は、大部分が付属の常設施設
で対応でき、交通規制の必要もほとんどありません。良いことず
くめのようですが、人里離れた会場のため観客が少なく、沿道の
応援もいないため盛り上がりはあまり感じられませんでした。南
魚沼市の国体では市民の皆さまと一体となった大会を目指したい
と思います。
○大分市（テニス競技）10月3日㈮〜6日㈪

　テニス競技の会場は、大分市の中心部から車で30分ほどの県
営大分スポーツ公園の中にあります。公園内には、開・閉会式の
会場となった九州石油ドームをはじめ、野球場、サッカー・ラグ
ビー場、サブグラウンド、大芝生公園などが広大な敷地の中に点
在し、まさにスポーツの聖地という感じです。大分市はテニスファ
ンが多いせいか、
大勢の人たちが、
会場で観戦を楽
しんでいました。
ファインプレーに

はスタンドから大きな歓声が上がり、選手と観客が一体となった
素晴らしいスポーツの祭典となりました。来年の国体では、ぜひ
大勢の市民の皆さまに会場に来ていただき、大会を盛り上げたい
と思います。

〜協賛支援のお願い〜　☆協賛していただける企業・団体・個人を募集中です☆
国体は、毎年都道府県が持ち回り方式で開催する日本最大のスポーツイベントです

通信 No.10
感動をこのまちで

「チャレンジ！おおいた国体」開催状況

■問合せ　国体推進室（市民会館内　トキめき新潟国体南魚沼市実行委員会事務局）☎773−6140　 772−8161

カウントダウン・ボードが登場

　国体事務局のある市民会館玄関
にトキめき新潟国体開幕に向けた
カウントダウン・ボードが登場し
ました。開催365日前となる9月
26日から、平成21年9月26日の
開会式までの日数を表示していま
す。
　開幕まで1年を切りました。残
りの日数を見ると心が引き締まり
ます。

　市役所本庁舎〜大
和庁舎〜塩沢公民館
と巡回していた「リ
ハーサル大会写真
展」の最終回を次の
とおり行います。大
会の雰囲気や選手た
ちの表情を迫力ある写真でご覧ください。
●場所　市民ギャラリー（市民会館2階）
●期日　11月17日㈪〜27日㈭

「リハーサル大会写真展」最終回！

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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受付時間　8：30～ 17：15
11月の休館日【毎週月曜日/月曜祝日の場合は翌日】
㈶南魚沼市文化スポーツ振興公社・文化振興係　
☎773－5500　 772－8161　 0120－150－142
http://www.6bun.jp　 info＠6bun.jp

南魚沼市民会館
開館時間　9：00～ 17：00（入館終了16：30）
（12月から10：00開館、入館終了16：30）
11月の休館日【毎週水曜日】　☎775－3646

http://www.mynet.ne.jp/white/
入館料：一般600円・小中高300円

トミオカホワイト美術館

　中国桂林の霧、熊野の原生林、水面、そして最晩年
の星シリーズなどの作品を展示しています。

■日時　12月23日㈫・㈷　14：30開演
■料金　一般2,000円／学生1,000円
� （当日各500円増）
■出演　合唱団ユートライ
� ゲスト：石川　薫（クラリネット）
　今年のクリスマスもぜひトミオカホ
ワイト美術館のコンサートで!!　甘い
クラリネットの響きはクリスマスに
ぴったりです。

　テーマ、ジャンルは自由です。モノクロ（白黒写真）、
モノトーン（色数を抑えたカラー写真）の四つ切サイ
ズでご応募ください。
■募集期間　12月1日～平成21年1月6日（必着）
■賞金・品　美術館大賞「5万円」
　　　　　　南魚沼市長賞「魚沼産コシヒカリ」ほか

出演　指揮：坂井悠紀／ソプラノ：鈴木規子
　　　メゾソプラノ：当重茜／テノール：内山信吾
　　　アンサンブルリリカ2008（ピアノ：上村明子）
　　　うおぬまリリカオペラ合唱団
　　　南魚沼市少年少女合唱団
■日時　11月30日㈰　14：00 ～
■会場　市民会館（大ホール）
■料金　指定席1,500円
　　　　自由席1,000円
　　　　学生（高校生以下）500円
　　　　※市民会館にて好評発売中！

■期間　10月～ 2月（毎月2回）　
■対象　小学4年生～（上限はありません）
■参加費　大人10,000円　子ども5,000円
　※親子で、友人で、みんなで一緒に楽しみませんか

4th　うおぬまＬｉｒｉｃａ
オペラガラコンサート

開館時間　9：00～ 17：00（入館終了16：30）
11月の休館日【毎週水曜日・18日㈫・20日㈭】 

☎780－4080　 777－3815
http://www1.ocn.ne.jp./~ikedaart/

ikedaart@lily.ocn.ne.jp

池田記念美術館

■期間　10月4日㈯～ 11月17日㈪
　昭和33年創刊の週刊ベースボール。懐かしい
バックナンバーとともに、当時のスター選手の写
真や関連資料などを展示。創刊号から現在までを
週替わりで見ることができます。
■料金　大人500円
� （高校生以下、無料）

～記念誌付
� 特別チケット～
　大人1,000円
　（高校生以下500円）

週刊ベースボール50years
～野球ファンの記憶に刻んだ半世紀～

週刊ベースボール創刊号
（昭和33年4月16日号）

白の世界 幽玄に遊ぶ［12月1日㈪まで］

クリスマスコンサート2008

第9回 白の世界写真コンテスト
募集開始

　開館時間　9：00～ 17：00（入館終了16：30）
【11月は無休です】　☎772－7171

http://www.yukiguni.ne.jp/mkanko/M-artstation.html

棟方志功アートステーション

～毎月第1土曜日は入館無料！～

　多彩で魅力あふれる力作を多数展示して開催しま
す。皆さまのご来場をお待ちしています。
■第29回南魚沼市塩沢美術展
　期間　11月1日㈯～ 3日㈪・㈷
　　　　9：00〜17：00（最終日〜16：00まで）
■高齢者趣味の作品展
　期間　11月5日㈬～ 7日㈮
　　　　9：00〜16：30
　　　　（最終日〜12：00まで）
■会場　塩沢公民館（講堂）
■問合せ　塩沢公民館　☎782−0100

第3期　志功・花鳥と女性
［1月4日㈰まで開催］

第29回南魚沼市　塩沢美術展
高齢者趣味の作品展　　　　　

後期リコーダー教室　参加者募集

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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★日　時　11月30日㈰
　　　　　9：00（8：30受付開始）
★会　場　サンライズ南魚沼〔坂戸〕
★参加費　大人　1,000円
　　　　　子ども 500円
　　　　　当日徴収（昼食代含む）
★�申込み　�申込書に氏名／住所／参加部門／段・

級位を記入して、大和公民館・中央公
民館（市民会館内）・塩沢公民館に申
し込んでください。

　　　　　※申込書は、各公民館にあります。
★締切り　11月17日㈪
★問合せ　社会教育課　文化振興係
� （大和公民館内）　　
�  ☎777−4671　 777−5116

「第4回南魚沼市囲碁・
� 将棋大会」参加者募集!

★日　時　3回開催　※各5分前集合
　①　11月20日㈭　13：30 ～ 15：30
　②　11月20日㈭　19：00 ～ 21：00
　③　11月21日㈮　10：00 ～ 12：00

～市民セミナー　料理教室「肉まん・あんまん」～
皮がおいしい「中華まん」を楽しくつくりましょう！

■ディスポート南魚沼の利用案内■
　11月9日㈰は南魚沼市水泳記録会のため、プール・ト
レーニングルームは利用できません。

■トレーニングマシン使用法講習会■
★日　時　11月15日㈯　12：00〜
★定　員　10人（事前の申し込みが必要です）
★入場料　300円（定期券利用可）
★受講料　スポパラ会員無料／非会員200円
※運動着・室内シューズ・タオルをご用意ください。

■小栗山サンスポーツランドの利用案内■
・�11月は管理人が不在となります。受付・問い合わせ

はディスポート南魚沼までお願いします。
・�11月25日㈫で営業終了となります。また、トイレも

利用禁止となりますので、ご了承ください。来年も大
勢の方のご利用をお待ちしています。

ディスポート南魚沼からお知らせ　☎773−6620

〒949−6611　南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
☎773−3210　 773−6955　 spopara@6bun.jp　 http://www.6bun.jp/disport

★申し込みは、ディスポート南魚沼内、南魚スポーツパラダイス事務局まで（別々の申込書です）
★当日、お手伝いいただけるスポーツボランティアの方を募集いたします。（スポパラ会員・非会員は問いません）
■締切り　水泳記録会・検定会：11月6日㈭／体力測定会：11月16日㈰
　　　　　（時間・内容等、変更する場合がありますので、詳細は各申込書をご覧ください）

　健康づくりスイマーから競技スイマーまで、競争ではな
いので、どなたでも参加できます！　日頃の練習の成果
を、記録でみてみませんか？　自分の記録に挑戦！　めざ
せ自己新！　今回から日本水泳連盟泳力検定も兼ねて行い
ます。　リレーは無料！

　泳力検定を受ける方は、別途500円（認定証350円・バッ
ヂ150円）必要です。なお、合格者名は「月刊水泳」・「日
水連ＨＰ」・「日刊スポーツ新聞社ＨＰ」に掲載されます。

参加料 1種目 2種目 3種目
小中学生 300円 600円 800円

高校生・一般 500円 800円 1,000円

水泳記録会・検定会
★日時　11月9日㈰　受付8：30 ～
★会場　ディスポート南魚沼

　体力の衰えを感じていませんか？
　少し身体を動かすと息が切れたり、すぐ筋肉痛
になったり…。文部科学省新体力テストをして、
体力年齢を調べましょう。
　この機会に体力・健康チェック！
　ご家族でどうぞ!!
★対　象　小学生以上
★参加料
　・スポパラ会員　無料
　・非会員　300円
★体験教室開催（ヨガほか）

体力測定会
★日時　11月23日㈰　9：00 ～ 13：00
★会場　六日町中学校　体育館

参加者
募　集

★会　場　塩沢公民館
★講　師　木村　多美子　さん
★参加費　700円（当日集金）	
★定　員　各24人（先着順）

★持ち物　エプロン、三角巾、ふきん、台ふきん、持ち帰り用容器
★申込み・問合せ　中央公民館　☎773－6610【11月4日受付開始】

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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保健課からのお知らせ…☎777−3850☎777−3850…保健課からのお知らせ
　

市
で
は
、
今
年
度
も
特
定
不
妊
治
療�

（
不
妊
治
療
の
う
ち
、
体
外
受
精
お
よ
び

顕
微
授
精
）
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

新
潟
県
知
事
が
指
定
し
た
医
療
機
関

で
特
定
不
妊
治
療
を
行
っ
た
法
律
上
の

婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、
次
の
①
と

②
の
両
方
に
該
当
す
る
方
。

①�　

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
方
法

に
よ
っ
て
は
、「
妊
娠
の
見
込
み
が

な
い
」
か
「
極
め
て
少
な
い
」
と
医

師
に
診
断
さ
れ
た
方
。

②�　

夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
ま

た
は
両
方
が
市
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
方
。

※�

指
定
医
療
機
関
名
は
、
保
健
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※�

医
師
の
判
断
に
よ
り

　

や
む
を
得
ず
治
療
を

　

中
断
し
た
場
合
も

　

対
象
で
す
。

不
妊
治
療
費
助
成
の
ご
案
内

■
助
成
内
容

　

1
年
度
2
回
以
内
、
1
回
の
治
療
で

8
万
円
を
限
度
に
、
通
算
5
年
度
を
上

限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

※�

新
潟
県
に
申
請
を
さ
れ
る
方
も
市
の

助
成
を
併
せ
て
受
け
る
事
が
で
き
ま

す
（
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た
額
を

費
用
額
と
し
て
算
定
し
ま
す
）。

■
必
要
書
類

①　

不
妊
治
療
助
成
事
業
申
請
書

　

申
請
書
は
、
保
健
課
（
大
和
庁
舎
）、

市
民
課
（
本
庁
舎
）
お
よ
び
塩
沢
市
民
セ

ン
タ
ー
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

②　

不
妊
治
療
助
成
事
業
受
診
証
明
書

※�

新
潟
県
に
も
申
請
さ
れ
る
方
は
、
県
申

請
証
明
書
の
写
し
で
申
請
で
き
ま
す

（
市
申
請
用
の
証
明
書
を
新
た
に
用
意

し
な
く
て
も
結
構
で
す
）。

③　

医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
の
写
し

■
申
請
方
法

　

�　

治
療
終
了
後
、
①
〜
③
の
必
要
書
類

を
揃
え
て
保
健
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　
保
健
課　

母
子
保
健
係

�

☎
7
7
7

│

3
8
5
0

〜
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〜

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
を
丈
夫
に
し
た
り
、

精
神
を
安
定
さ
せ
た
り
と
体
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
栄
養
素
で
す
が
、
日
本
人
に

は
最
も
不
足
し
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

お
い
し
く
て
カ

ル
シ
ウ
ム
も
し
っ

か
り
と
れ
る
料
理

の
講
習
会
を
計
画

し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
テ
ー
マ　
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
で

�

お
い
し
い
料
理

■
日
時　
11
月
19
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

■
会
場　
南
魚
沼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

�

（
市
役
所
本
庁
舎
と
な
り
）

■
主
催　
南
魚
沼
市

�

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
参
加
費　
2
0
0
円

■
締
切
り　
11
月
14
日
㈮

■
定
員　
20
人

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

保
健
課　

母
子
保
健
係

�

☎
7
7
7

│

3
8
5
0

　

市
で
は
58
の
会
場
で
、
レ
イ
ン
ボ
ー
健

康
体
操
を
行
う
筋
力
づ
く
り
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
関
口
陽
子
先

生
を
お
迎
え
し
、
こ
の

体
操
の
良
さ
を
発
表

し
、
体
験
す
る
集
い
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
、
お
誘

い
あ
わ
せ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
10
日
㈪　

午
後
1
時
〜

■
会
場　
サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

保
健
課　

成
人
保
健
係

�

☎
7
7
7

│

3
8
5
0

　

ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
さ

れ
て
い
ま
す
が
今
年
は
、

県
全
体
の
血
液
の
不
足
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬
季
に
入
る

と
、
さ
ら
に
不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。巡
回
献
血
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時　
11
月
3
日
㈪
・
㈷

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

■
会
場　
し
お
ざ
わ
産
業
ま
つ
り
会
場

■
問
合
せ　
保
健
課　

健
康
推
進
係

�

☎
7
7
7

│

3
8
5
0

第
2
回
食
育
の
日
、
料
理
教
室

血
液
の
不
足
！�

献
血
の
お
願
い

筋
力
づ
く
り
の
集
い（
六
日
町
地
域
）

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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保健課からのお知らせ…☎777−3850☎777−3850…保健課からのお知らせ

 　

市
で
は
、
1
コ
ー
ス
9
回
、
約
2
か
月

半
の
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
健
康
教
室
の
内
容
（
全
9
回
）

第
1
〜
3
回

基
礎
編
「
は
ら
ス
マ
ー
ト
教
室
」

　

�　

健
康
に
な
る
た
め
の
食
事
と

運
動
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま

す
。

第
4
〜
9
回

実
践
編
「
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
教
室
」

　

�　

知
識
を
実
際
に
日
常
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
て
、
生
活
を
振

り
返
り
な
が
ら
自
分
の
も
の
に

し
ま
す
。

 　

話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

が
気
に
な
る
方
、「
や
せ
な
き
ゃ
い
け
な

い
」
と
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
運
動
や

減
量
が
で
き
な
い
方
、
今
ま
で
何
度
も
挑

戦
し
た
方
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
中

に
は
、
健
診
で
保
健
師
に
誘
わ
れ
た
か

ら
、
仕
方
な
く
…
と
い
う
方
も
い
る
よ
う

で
す
。

　

今
回
は
教
室
修
了
者
の
方
々
の
声
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

○
Ａ
さ
ん
（
40
代
・
女
性
）

　

気
持
ち
が
少
し
変
わ
っ
て
、
前
よ

り
多
少
ダ
ラ
ダ
ラ
し
な
く
な
っ
た
。

こ
の
ま
ま
『
意
識
』
し
て
生
活
し
て

い
き
た
い
。

【
変
化
】　

体
重
1.6
キ
ロ
減

　
　
　
　

腹
囲
2.2
セ
ン
チ
減

○
Ｂ
さ
ん
（
60
代
・
女
性
）

　

理
論
的
に
し
っ
か
り
説
明
し
て
も

ら
っ
て
良
か
っ
た
。
講
師
の
キ
ビ
キ

ビ
し
た
口
調
・
動
作
が
良
い
。
皆
と

一
緒
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が

良
い
。

【
変
化
】　

体
重
1.4
キ
ロ
減

　
　
　
　

腹
囲
0.7
セ
ン
チ
減

○
Ｃ
さ
ん
（
60
代
・
女
性
）

　

お
な
か
が
出
て
い
る
な
ん
て
自
分

で
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
健
診
で

わ
か
り
、
誘
わ
れ
て
教
室
に
来
て
良

か
っ
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
励
ま
し
あ
っ
て
が
ん
ば
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

【
変
化
】　

体
重
1.8
キ
ロ
減

　
　
　
　

腹
囲
4.9
セ
ン
チ
減

○
Ｄ
さ
ん
（
60
代
・
女
性
）

　

普
段
何
気
な
く
、
ち
ょ
っ
と
く
ら

い
大
丈
夫
と
思
っ
て
食
べ
て
い
た
お

菓
子
で
太
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な

か
っ
た
。
今
ま
で
の
生
活
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
教
室
に
来
て

良
か
っ
た
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
参

加
し
て
ほ
し
い
。

【
変
化
】　

体
重
1.6
キ
ロ
減

　
　
　
　

腹
囲
0.5
セ
ン
チ
減

○
Ｅ
さ
ん
（
30
代
・
女
性
）

　

今
ま
で
食
べ
す
ぎ
て
い
た
。
油
を

と
り
す
ぎ
て
い
た
。
食
事
・
運
動
の

大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
。

【
変
化
】　

体
重
5.5
キ
ロ
減

　
　
　
　

腹
囲
7.2
セ
ン
チ
減

○
Ｆ
さ
ん
（
60
代
・
男
性
）

　

頭
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
今
ま
で

は
な
か
な
か
実
践
で
き
な
か
っ
た
。

教
室
に
来
る
こ
と
で
、
確
実
に
行
動

に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
変
化
】　

体
重
5
キ
ロ
減

　
　
　
　

腹
囲
1
セ
ン
チ
減

 

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
教
室
を
通
し
て

自
分
に
合
っ
た
効
果
的
な
運
動
や
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
を
生
活
の
中
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
体
重

や
お
腹
回
り
が
減
る
と
い
う
効
果
が
あ
り

ま
し
た
。

　

少
し
の
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
で
減
量

効
果
を
実
感
で
き
る
教
室
で
す
。

　

ま
た
、
太
っ
て
い
な
い
方
で
も
、
病
気

に
な
ら
な
い
た
め
に
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
た
い
！
と
い
う
方
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
保
健
課
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
今
後
の
予
定

○
塩
沢
地
域（
塩
沢
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

�

11
月
13
日
㈭
か
ら
実
践
編
（
ホ
ッ

プ
ス
テ
ッ
プ
教
室
）
が
始
ま
り
ま

す
。

○
六
日
町
地
域

�

（
南
魚
沼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

�

12
月
4
日
㈭
か
ら
基
礎
編
（
は
ら

ス
マ
ー
ト
教
室
）が
始
ま
り
ま
す
。

○�

詳
し
い
日
程
等
は
保
健
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。毎
月
の「
市

報
お
知
ら
せ
版
（
15
日
号
）」
に

健
康
教
室
の
日
程
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ　
保
健
課　

成
人
保
健
係

�

☎
7
7
7

│

3
8
5
0

健
診
で
指
摘
さ
れ
て
よ
か
っ
た
！

健
康
教
室　
好
評
開
催
中
！

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
プ
ラ
ザ

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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秋
晴
れ

で
す
。
10
月

は
、
こ
の
言

葉
ど
お
り
の

週
末
が
続
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

稲
刈
り
も
終
わ
り
行
楽
に

ピ
ッ
タ
リ
の
気
持
ち
の
良
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
日
中

は
暑
い
く
ら
い
の
陽
気
も
午

後
3
時
を
過
ぎ
れ
ば
肌
寒
く

感
じ
ま
す
。
寒
く
な
る
ま
で

ひ
と
時
、
休
日
は
各
地
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
よ
く
晴
れ
た
日
は
外

に
い
る
だ
け
で
気
持
ち
が
良

い
も
の
で
す
。
紅
葉
も
ま
だ

間
に
合
う
か
も
。

編
集

後
記

ご意見・ご要望をお寄せください。　 kouhou@city.minamiuonuma.lg.jp
市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

＋
11月の救急医療当番

◎診療時間
　昼…土曜12：00〜18：00／日曜・祝日9：00〜16：00
　夜…土曜・日曜・祝日18：00〜翌朝6：00
◎休日救急診療所の所在地
　市役所本庁舎となり　南魚沼市保健センター内
　☎773−6688（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
　�土曜の正午〜翌朝6：00と日曜・祝日の朝6：00〜翌朝6：00
まで、齋藤記念病院　☎773−5111で診療しています。

★�市消防本部のテレホンガイド　☎782−1991でも、
　その週の当番を確認することができます。
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　広
報
広
聴
係

ほのぼ
の広場

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」
「育児相談」などにご利用ください。

※どの会場にも参加できます。※申込みは不要です。
※保険料として1人10円が必要です。
■問合せ　子育て支援センター　☎777−3113

時間　9：30〜15：00
「広い所で遊ぼう」開催日午後の「ほのぼの広場」は、
各地区★印の会場で開催します。
★大和会場：大和庁舎 3Ｆ

月 火 水 木 金 毎週 月・火・木曜日
●11月11日㈫　9：30〜11：30「広い所で遊ぼう」
　会場：まほろば（薮神コミュニティセンター）

14：00〜14：30　支援講座
　内容：乳幼児の健康（保健師による講座）

★六日町会場：南魚沼市保健センター
� （水曜日午前の会場は「サンライズ南魚沼」です）

月 火 水 木 金 毎週 月〜金曜日
●11月12日㈬　9：30〜11：30「広い所で遊ぼう」
　会場：サンライズ南魚沼
●11月13日㈭　14：00〜14：30　支援講座
　内容：乳幼児の健康（保健師による講座）

★塩沢会場：塩沢庁舎 北棟2Ｆ
月 火 水 木 金 毎週 火・水・金曜日

●11月5日㈬　14：00〜14：30　支援講座
　内容：乳幼児の健康（保健師による講座）

11月のカレンダー
3日㈪
㈷

全血献血（9：30〜12：30、13：30〜15：30 �
� しおざわ産業まつり会場）
しおざわ産業まつり（9：30〜15：30 �
� 今泉博物館野外広場）

5日㈬ 高齢者趣味の作品展〈5日〜7日〉（9：00〜16：30 �
� 塩沢公民館講堂（最終日13：00まで））

8日㈯

第3回「めばえ学級」（10：00〜11：30 塩沢公民館）
多文化ふれあいフォーラム 第3回公開セミナー
� （13：30〜15：00 国際大学MLICホール）
第2回インターナショナルフェスティバル�
�（15：00〜18：30 国際大学体育館および野外広場）
六日町地区第3回「そだち学級」�
� （10：00〜11：30 北辰小学校体育館）

14日㈮
えほんであそぼ（10：00〜11：30 大和公民館）
全血献血（10：00〜12：00 日本電産コパル精密部
品㈱六日町工場／ 13：30〜15：30 八海醸造㈱）

20日㈭ 農業所得収支計算説明会�
� （14：00〜16：00 市役所本庁舎2階大会議室）

22日㈯ 読書のつどい（14：00〜15：30 南魚沼市図書館）

27日㈭
農業所得収支計算説明会�
� （10：00〜12：00 JAしおざわ本所）

『宝くじ文化公演』開館20周年記念 桂文珍独演会
（開館18：30、開演19：00 南魚沼市民会館大ホール）

29日㈯ 大巻地区第3回「そだち学級」�
� （10：00〜11：30 四十日保育園）

1 ㈯ 内科 昼 坂 内 医 院 776−2015
夜 県立六日町病院 772−7111

外科 昼･夜 県立六日町病院 772−7111

2 ㈰
内科 昼 休日救急診療所 773−6688

夜 県立六日町病院 772−7111

外科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 県立六日町病院 772−7111

3 ㈪
祝日

内科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

8 ㈯ 内科 昼 中 山 医 院 783−5500
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼･夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

9 ㈰
内科 昼 休日救急診療所 773−6688

夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

15 ㈯ 内科 昼 萌気園二日町診療所 778−0088
夜 県立六日町病院 772−7111

外科 昼･夜 県立六日町病院 772−7111

16 ㈰
内科 昼 休日救急診療所 773−6688

夜 県立六日町病院 772−7111

外科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 県立六日町病院 772−7111

22 ㈯ 内科 昼 中 澤 医 院 773−3211
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼･夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

23 ㈰
祝日

内科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

24 ㈪
振替

内科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 県立六日町病院 772−7111

外科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 県立六日町病院 772−7111

29 ㈯ 内科 昼 城 内 病 院 775−2009
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼･夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

30 ㈰
内科 昼 休日救急診療所 773−6688

夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼 休日救急診療所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

11月 7日㈮　13：00〜16：00　塩沢老人福祉センター
11月10日㈪　13：30〜16：00　��働く婦人の家（浦佐）
11月26日㈬　14：00〜16：00　本庁舎

行政
困りごと
相談日
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